



資料館の展示と解説：雑感 ………………………………………………………… 井口　和起  1
シーボルトプロジェクト海外調査経過概要報告 ………………………………… 牧野　悟資  2
故増田太次郎氏収集による広告コレクションの紹介と位置付け…………… 山田　哲好  4
基幹研究「民間ア カーイブズの保存活用システム構築に関する基礎研究」……… 大友　一雄  6
特定研究「日本古典籍の書型に関する研究」 ………………………………… 陳　　　捷  7
「近世語彙カ ドーデ ターベース」について ………………………………………… 武井　協三  8
企画展示　渋沢敬三からのメッセージ
　― 渋沢栄一「青淵翁記念室」の復元×渋沢敬三の夢みた世界 ― ……… 青木　　睦  9
連続講座「くずし字で読む『源氏物語』」…………………………………………………………  10
平成25年度　国文学研究資料館「古典の日」講演会 ………………………………………  11
『HUMAN――知の森へのいざない』第 4号 …………………………………………………  11
第37回国際日本文学研究集会………………………………………………………………………  12































































3 機能をもつ総合的施設で、Kyoto Prefectural Museum 
and Library であった。しかし、1988 年 3 月に美術工芸・
民俗資料などの収集・保存・展示の業務を、新設の京都府
京都文化博物館を運営する財団法人京都文化財団に委託し































































































































































































































































































江戸期 50 点、明治期 900 点、大正期
220 点、昭和期 400 点で、業種で最も
多いのは各種小売業 2,800 点、娯楽業
610 点、飲食店 380 点である。関係す
る地域が確定分（5,800 点）で多いのは、
山形県 320 点、東京都 2,500 点、京都










































































































































































































































































































































「近世語彙カー ドデ ターベ スー」について
　国文学研究資料館のデ ターベ スーに、新しく「近世語彙カー ドデ ターベ スー」が加わりました。これは近世語彙の用例を出
















えば、このカー ドの利用価値は計り知れないものがあります。当館HPの「電子資料館」をクリックし「近世語彙カー ドデ ターベー
ス」にアクセスし、御利用ください。
　収録された松崎先生のカー ドは、すべてボ ルー紙の靴箱に入っていました。奥様が靴を買って帰られると、いつも先生は「あ





































開催期間：平成 25年 9月 13日（金）～ 10月 14日（月・祝）
開催時間：午前 10時～午後 4時 30分　※入場は午後 4時まで
会　　場：国文学研究資料館 1階 展示室　入 場 料：無料
休 室 日：日曜日・月曜日
　　　　　※ 10月 13日（日）および 14日（月・祝）は開室
ギャラリートーク： 9 月 25日（水）、10月 2日（水）、10月 9日（水）、
10月 12日（土）、10月 13日（日）、10月 14日（月）午後 1時～ 2時









開催日程（全 5 回）：第 1回　平成 25年 10月  2日（水）
第 2回　平成 25年 10月  9日（水）
第 3回　平成 25年 10月 16日（水）
第 4回　平成 25年 10月 23日（水）
第 5回　平成 25年 11月  6日（水）




申 込 方 法：定員 90名（応募多数の場合は抽選）
ハガキ又はFAXに郵便番号、住所、連絡先の電話番号、氏名（フリガナ） をご記
入のうえ、下記の申込み先までお送りください。

















日 時：平成 25年 11月 1日（金）13時 30分～ 16時 00分（開場：12時 30分）














































使 用 言 語 日本語






〒 190-0014 東京都立川市緑町 10-3
TEL：050-5533-2911  FAX：042-526-8604  E-mail：icjl@nijl.ac.jp
















〔願書受付期間〕平成 25年 11月 29日（金）～ 12月 5日（木）







































































                   伝本阿弥光悦書・伝土佐光
みつもち
茂画




日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
9月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
10月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
●開館　9：30～ 18：00　●請求受付　9：30～ 12：00　13：00～ 17：00　●複写受付　9：30～ 16：00
ただし、土曜開館日は、
●開館　9：30～ 17：00　●請求受付　9：30～ 12：00　13：00～ 16：00　●複写受付　9：30～ 15：00
閲覧室カレンダー　2013 年 8月～ 10 月
嵯峨本（整
せいはん
版）。〔光悦三十六歌仙〕とも。後
こうほおおいびょうし
補覆表紙の中央に「光
悦三十六人首」と記された題簽を持つものの、原表紙はなく原題簽
は未詳。もっとも、柱
ちゅうこく
刻や丁
ちょうづ
付けはなく、もとはバラバラの摺
しゅうさつ
刷で
あったと思しい。専ら襖や屏風に貼り交ぜにされて鑑賞されたらし
く、書冊の形態をとるのは後年の所為、現存諸本すべてが近代に入っ
てからの改装であることもそのことを窺わせる。人
ひとまろ
丸から中
なかつかさ
務まで
三十六人の和歌および歌仙絵を、肥痩に富んだ光悦流の筆跡と、古
態を留める伝土佐光茂の絵とともに収める。その版面は豪快で力強
く、しかもため息が出るほどに美しい。楮
ちょし
紙。素
そ し ず
紙摺り。早
そういん
印。最
善本として知られる米国スミソニアン協会フリーア美術館・サック
ラー美術館蔵の色替り料紙本と同版で、縦は 35,3糎
センチ
（×横 25,1糎）と、現存諸本中もっとも大ぶりである。なお
多くの歌仙絵中に、色彩を指示した古い書き入れが見られることも注意される（例えば人丸の場合、左肩に「浅
黄」、諸所に「白」「朱」などと見える）。小虫。
（参考）鈴木淳「光悦三十六歌仙考」（国文研特別展示図録『江戸の歌仙絵』2009） （神作研一）
